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境経営－風で織るタオル」足立辰雄 ,所 伸之 編著『サステナビリティと経営学－共生社会
を実現する環境経営』ミネルヴァ書房 ,2009年 .89～103ページ . 岸川善光 編著『エコビジ
ネス特論』学文社 ,2010年 .第4章「エコビジネスの市場動向」79～104ページ .がある。
8)池内タオル HP,http://www.ikeuchitowel.com/corp/company.html（2013年11月2日閲覧）による。
9)ノルガード氏来日とオーガニック・コットンの技術を生かすまでのエピソードについては、
特に池内計司 ,前掲書 .69～81ページ .
10)池内氏は、「感情でとらえた」環境への配慮ではなく、「科学的、客観的事実を積み上げ
て製品を冷静に自己評価し、さらなる向上をめざす」という明確なコンセプトを実践して
いる。前掲書 .68～74ページ .
11)ブランド名は「IKT」であるが、「この『風で織るタオル』というのは、自然についたブ
ランド名・・・」前掲書 .98ページ .
12)例えば、前掲書 .68および79ページ .
13)前掲書 .140～144ページ .「92年ごろに日本に入ってきた電子ジャガードは、当社が最初
に導入したもの･･･（144ページ）」。池内タオルが「IKT」ブランドを確立する以前から、
業界きってのイノベーターであったことは、池内氏の著書で明らかにされている。デザイ
ンや生産プロセスのコンピュータ化の他に、今治地区のタオルメーカーや各製造工程の専
門事業者などと協力して「クイックレスポンス」に取り組み、受注から売り場での商品展
開までの生産・流通プロセスのリードタイム短縮を実現している（145～152ページ）。
14)ニューヨークのテキスタイルショーでのグランプリ受賞からアメリカでの販路拡大、
「IKT」ブランドを中心に据えた2003年8月からの5カ年計画策定直後の民事再生法申請、こ
うした喜びや苦悩は池内氏の著書の随所に見られる。債権者の理解や承認、取引先や消費
者の反応を含めて、特に32～60ページ .を参照のこと。この著書に描かれた、様々な人と
の出会いや出来事が織りなす池内氏と池内タオルの物語は、それらが事実であるだけに、
とても感動的である。

